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滝川市 
 
「マウイ？？良かったなぁ！！ハワイなら楽しめるなぁ！」 
「んん？？マウイじゃなくて、マラウイ？何だそりゃ？」 
自分たちが支援を行う場所すらもわからずに始まった滝川の国際

協力。しかし、この国際協力の取り組みが大きな広がりへとつなが

っていった。 
 

○はじめに 
札幌市から北へ電車で約５０分。石狩川と空知川に囲まれた平地

に広がる滝川市は、人口約４万４０００人。日本一の菜の花畑、ア

スパラ街道、りんご街道が人々を楽しませ、スカイパークではグラ

イダーに乗って北海道の大空を体験できる。北海道遺産となっている味付けジンギスカン発祥の地で

もある。人口が決して多いとはいえないこの滝川市だが、古くから国際交流・国際協力への取り組み

は非常に盛んである。 
 

○国際交流の取り組み 
 古くは第２次世界大戦中に石炭から石油を作る「滝川人造

石油株式会社」のドイツ人技術者、１９５０年代には南米ブ

ラジル等への海外移住による交流があった。１９８０年代に

は雪像作り技術移転等のためにノルウェーのキルナ市との交

流が１９９０年代初頭まで続いた。 
 米国マサチューセッツ州が北海道と姉妹州であることから、

１９９３年に熱望を受けて同州バスケットボール発祥の地で

あるスプリングフィールド市（ス市）との姉妹都市提携を交

わした。その後、市民訪問団交流、中高生を主体としたジュ

ニア大使訪問団交流が続き、滝川市からは３００人以上が、ス市からは１５０人以上が相互訪問して

いる。 
２００６年には、姉妹都市交流の集大成として、ス市のネイスミス記念バスケットボール殿堂館

（The Naismith Memorial Basketball Hall of Fame）からマイケル・ジョーダンら有名選手のユニ

フォームやＮＢＡ優勝トロフィーなどを、世界で初めて米国外に持ち出し、「バスケ・ドリーム・ミュ

ージアム in TAKIKAWA」を開催した。 
 

○国際協力の萌芽 
 ス市との交流が徐々に高まる中、国際交流を市民が積極的に進めようという民意の高まりで「滝川

市国際交流協会」が１９９０年、滝川市開村１００年の年に設立された（１９９８年社団化し「社団

法人滝川国際交流協会」）。 
当時、全国的に国際交流熱が高まる中、同会は、国際交流ばかりではなく国際貢献も視野に入れよ

うとタイ王国の恵まれない子供達の就学支援を行う「ダルニー奨学金」（日本民際センター主催）にい

ち早く着手している。その後、ＪＩＣＡの青年招へい事業などに折に触れて取り組んできたが、本格

的に国際協力事業に取り組むこととなったのは２０００年からであった。 
 

姉妹都市提携調印式 



○農業に光を！ 
北海道の産業基盤は農業などの１次産業である。しかし、貿易自由化などによりそれが大きく揺ら

いでいた。農家の皆さんに何か少しでも自信を持ってもらうことができないかと考えて取り組んだの

が、地域で培われてきた技術を国際協力に活用することが意図されているＪＩＣＡの「草の根技術協

力事業（地域提案型）」であった。幸い滝川には全国的にも珍しく北海道立花・野菜技術センター、北

海道立遺伝資源センター（当時）、ホクレン滝川種苗生産センターなどの試験研究機関が複数あり、ま

た非常に協力的な農業改良普及センター、ＪＡたきかわ、農産品加工団体、そして農家の皆さんがい

た。 
 

○マラウイ？ 
 国際協力のイロハもわからない中、アフリカ・マラウイ共

和国からの農業技術研修員１名を２０００年６月に受け入れ

ることになった。関係機関の皆様は、先端技術の研究をされ

ていることから国際性も豊かで、ご多忙にも関わらず前向き

に受入に取り組んで頂いた。一方、農家の皆さんは「そんな

人達に教えることはない」、「できない」など当初は否定的で

あったが、北海道指導農業士などの立場にある篤農家の皆さ

んの積極的な取り組みが呼び水となり、徐々に広がりを見せ、「うちでも研修受け入れてもいいよ」、

「うちはどうか？」など声がかかるようになった。これも偏に中心となって動いてくれた方達、そし

て最初に来てくれたマラウイ研修員の明るく陽気な人柄による所が大きい。 
 
○マラウイを見ないと指導できない！ 
 受入が順調に進む中、農家の皆さんから「マラウイとはどんな所なのか？」、「研修員からは聞いて

いるが、現地の状況をこの眼で見ないといかん」という声があがり、２００３年１月調査団を派遣。

２００４年１月に農家の皆さんに「草の根技術協力事業農業技術専門家」として現地に飛んでもらい、

１ヶ月間技術指導をしてもらった。一気にマラウイファンが増

えていった。 
 
○私達も見てみたい！ 
マラウイ研修員の受入は、様々な波及効果を生んだ。最初は

恐る恐るだった子供達が、学校訪問回数を重ねる毎に、自然な

受入となった。お祭りなどに参加することにより「また、来て

いるんだね」と、年中行事になっていった。ＪＥＴプログラム

などで滝川に勤務する青年達は「滝川は居心地がいい」と言う。

それは、「ジロジロ見られないから」だそうだ。滝川よりも大都市であっても、スーパーなどで買い物

をしていてじっーと見られている感覚がよくあるという。 
そんな中、国際交流協会の会員を主体として、そんなマラウイを見てみたいという声が高まり「ア

フリカ・マラウイを知るスタディーツアー」を２００４年１月初めて実施した。 
 

○マラウイから広がる世界 
 スタディーツアー、専門家の派遣が高じて国際協力に積極的に取り組もうとする「滝川マラウイク

ラブ」が結成された。現在、会員は４０名を越える。残念ながら、マラウイからの農業技術研修員の

受入は２００８年が最後となったが、合計２７名を受け入れた。しかし、スタディーツアーは今も続

いている。また、皆さんの口から出るのは必ず「マラウイの○○さんはどうしているかねぇ、、」であ

る。 
 マラウイ研修員を受け入れて以来、ブータン農業技術研修員、エチオピア水道技術研修員、中小企

農家さん宅の餅まきに参加するマラウイ研修員 

第１回派遣のマラウイ調査団 



業、農村振興、理数科教員、初等教育教員など多種多様な分野に広がり、平成１２年以降の研修員受

入はすでに４００人を越える。 
 
○「国際協力」は人のためならず 
 今年度は協会が、「ベトナム・カンボジアスタディーツアー」を実施した。下は１６歳の滝川高校生、

上は７４歳の滝川マラウイクラブ会員。市内外の多様な住民を巻き込んで、新風が起こる。さらに、

アジア初の難病を抱える子供達の自然体験施設「そらぷちキッズキャンプ」も平成２４年度にグラン

ドオープンを控えている。 
右も左もわからない中はじめた国際協力が、国際交流の流れの中にうまく乗り、さらに広がってい

る。「国際協力」と聞くと「開発途上国支援でしょ？」と言われるが、決してそうではなく、「互恵」

である。研修員の方達に来て頂くこと、開発途上国に赴くことで「元気」を頂き、こちらの「技術」

も磨かれる。「情けは人のためならず」ではないが、まさに自らが元気になれる、そして自らが変わり、

新しい自分になれるのが「国際交流」、「国際協力」という「ツール」（道具）ではないだろうか。地域

文化として「国際交流」、「国際協力」に今後も前向きに取り組んでいきたい。 


